保健体育科　１学年　３９

	単元の
目標
	・身体機能の発達，生殖に関わる機能の成熟，精神機能の発達と自己形成および欲求やストレスへの対処と心の健康について理解し，ストレスへの対処の仕方を身に付けることができる。単元名「　心身の機能の発達と心の健康　」　学習指導要領の内容[　保健分野（２）（ア）（イ）（ウ）（エ）　]　

・心身の機能の発達と心の健康に関わる事象や情報を基に課題を発見し，疾病等のリスクを軽減したり，生活の質を高めたりすることなどと関連付けて解決方法を考え，適切な方法を選択し，それらを他者に伝えたり，表したりすることができる。
・心身の機能の発達と心の健康について関心を持ち，主体的に学習の進め方を工夫・調整し，自他の健康の保持増進や回復についての学習に粘り強く取り組むことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	11時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎身体には，多くの器官が発育し，それに伴い，様々な機能が発達する時期があること，発育・発達の時期やその程度には，個人差があることを理解する。
○口絵10～12などから体の器官の名称を調べ，確認して教科書資料1の図に記入する。
○教科書資料２を基に，年齢による身長の変化について調べ，話し合う。
○人の体の発育の特徴を整理する。
○教科書資料３を基に，各器官の発育・発達の仕方について考える。
○各器官の発育・発達の仕方にはそれぞれ特徴があり，個人差もあることを整理する。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	
	
	○
	②学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝えさせる。

	2
	◎発育急進期にある思春期には，呼吸器・循環器の機能が発達すること，この時期に適度な運動を継続することで発育・発達が促されることを理解する。単元名「　心身の機能の発達と心の健康　」　学習指導要領の内容[　保健分野（２）（ア）（イ）（ウ）（エ）　]　

○自分の呼吸数や心拍数を調べ，新生児と自分の呼吸数や心拍数の違いについて話し合う。
○教科書資料１，２を基に，年齢による肺活量や呼吸数の変化を調べる。
○教科書資料３を基に，呼吸器の発育・発達について考え，整理する。
○教科書資料４を基に，年齢による循環器の発育・発達について考え，整理する。
○自他の生活の振り返りや教科書資料５，６を基に，健康の保持増進と適度な運動習慣の必要性について調べ，整理する。
○呼吸器・循環器の働きを高める方法を考える。
○【活用する】教科書資料５を基に，運動習慣の有無と呼吸器・循環器の発達の仕方の違いについて考え，発表し合う。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	
	○
	
	②学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝えさせる。

	3
・
4
	◎思春期には，内分泌の働きによって生殖に関わる機能が成熟すること，異性の体や心の理解を通して性に関する適切な態度を身につけ，自分を大切にすることが必要であることを理解する。
○小学校の学習を振り返り，思春期の男女の体の変化について話し合う。
○教科書資料１を基に，思春期に体の変化が起こる理由を調べる。
○ホルモンの働きと思春期の体の変化について整理する。
○教科書資料３，４を基に，男子の生殖機能の発達について調べ，説明する。
○教科書資料５～７を基に，女子の生殖機能の発達について調べ，説明する。
○【活用する】から，Ａさん，Ｂさんへのアドバイスを考え，発表し合う。
○教科書資料９を基に，受精と妊娠の仕組みについて整理し，異性の体や心への理解，性に関する適切な態度の必要性について話し合う。単元名「　心身の機能の発達と心の健康　」　学習指導要領の内容[　保健分野（２）（ア）（イ）（ウ）（エ）　]　

○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	○
	○
	
	②学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝えさせる。

	5
	◎思春期になると，生殖機能への成熟に伴って異性への関心や性衝動が生じることから，異性の尊重や性情報への適切な対処など責任ある態度や行動を選択する必要があることを理解する。
○異性や性的なことへ関心をもった経験や変化について話し合う。
○教科書資料１を基に，中学生の性への関心事について調べる。
○思春期に起こる異性への関心や異性との関わり方について考え，整理する。
○教科書資料２などを基に，性情報への入手先について調べる。
○教科書資料３，４を基に，性情報への適切な対処の仕方について考え，整理する。
○【活用する】のＡさんの事例の背景や問題点について考え，意見を出し合う。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	
	○
	
	②学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝えさせる。
⑤「73．友達から見た自分らしさ」から，自分の気付かなかったことを友達が気付かせてくれることを理解させる。

	6
	◎知的機能，情意機能，社会性などの精神機能は，生活経験などの影響を受けて発達することを理解する。
○小学校１年生のときと今の自分を比べて，質問１，２はどのように変わったか話し合う。
○教科書資料１，２を基に，心の働きと発達について考え，整理する。
○新しい言葉や考え方を知ったことによってできるようになったことを発表し合う。
○知的機能の発達について考え，整理する。
○教科書資料３を基に，情意機能の発達について調べ，整理する。単元名「　心身の機能の発達と心の健康　」　学習指導要領の内容[　保健分野（２）（ア）（イ）（ウ）（エ）　]　

○教科書資料４や自他の生活の振り返りを基に，社会性とは何か考え，発表し合う。
○【活用する】にある事例について考え，発表し合う。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	○
	
	○
	②学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝えさせる。
⑤「16．相手の気持ちを考えて話を聴こう！」から，相手の気持ちを考えて受け答えをすることは，相手の話しを引き出すことができることを理解させる。

	7
	◎思春期においては，自己の認識が深まり自己形成がなされること，それは心の健康と関わりが深いことを理解する。
○毎日の生活の中で心がけたい態度や，人生で大切にしたいと思うことを発表し合う。
○自他の考え方や生き方を知ることや，自己形成の意義について話し合う。
○教科書資料３の「健康日本21」の定義から，自己形成と心の健康の関係について考え，意見を出し合う。
○自己形成と心の健康について整理する。
○【活用する】から，社会性の発達が生活に与える影響について考え，話し合う。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	
	○
	
	②学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝えさせる。
⑤「16．相手の気持ちを考えて話を聴こう！」から，相手の気持ちを考えて受け答えをすることは，相手の話しを引き出すことができることを理解させる。

	8
	◎精神と身体は，相互に影響を与え，関わり合っていることを理解する。
○【見つける】から，自分の体験を振り返り，緊張したときの体の変化について書き出す。
○教科書資料１を基に，心の動きが体に影響する仕組みを調べ，整理する。
○体の調子によって気分や感情が変わった経験を思い出す。
○教科書資料１を基に，体の調子が気分や感情など心に影響する仕組みを調べ，図などに整理する。
○【活用する】から，Ａさんの事例のようなことが起こる理由を考え，発表し合う。単元名「　心身の機能の発達と心の健康　」　学習指導要領の内容[　保健分野（２）（ア）（イ）（ウ）（エ）　]　

○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	
	
	○
	②学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝えさせる。

	9
	◎欲求には生理的欲求，心理的・社会的欲求があり，欲求の実現の状況が心の健康や生活に影響を与えることがあることを理解する。
○中学生の自分が「～したい」「～が欲しい」と思うことをカードに記入し，気が付いたことをグループで話し合う。
○【見つける】で作成したカードを分類して，欲求を種類別に整理する。
○実現したい欲求がすぐに実現できないときの気持ちについて考え，発表し合う。
○教科書資料２を基に，欲求の実現と心の健康の関係を考え，欲求の分析と上手に付き合う方法について考え，説明する。
○【活用する】から，実現していない欲求を一つ挙げ，実現の方法を考え，発表し合う。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	○
	
	
	②学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝えさせる。
⑤「16．相手の気持ちを考えて話を聴こう！」から，相手の気持ちを考えて受け答えをすることは，相手の話しを引き出すことができることを理解させる。

	10
	◎適度なストレスは心の発達に必要なこと，ストレスに適切な対処ができない状況が長く続くと心の健康や生活に悪い影響を与えることを理解する。
○教科書資料１を基に，ストレスが起きたときの心身の変化を思い出す。
○教科書資料３などを基に，ストレスの心身への影響について図などに整理する。
○人にとってのストレスには，どのような意味があるかを考える。
○ストレスと心の発達や，ストレスの健康や安全への影響について考え，整理する。
○【活用する】の事例のような経験から，ストレスと心の発達の視点でＡさんの変化について考え，意見を出し合う。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	
	○
	
	②学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝えさせる。

	11
	◎ストレスの原因は様々で，心の健康を保つには，適切な対処の方法を選択する必要があることを理解し，リラクゼーションなどの対処の方法ができるようにする。
○教科書資料１を基に，ふだん困ったことや嫌いなことがあったときの自分の対処方法についてチェックし，話し合う。
○自分がストレスと感じていることについて，教科書資料２に沿って対処の方法を考え，説明する。
○誰かに相談したくてもできなかったことを思い出し，ストレスへの対処でのコミュニケーションの重要性について，資料等を基に整理し，説明する。
○【活用する】から，自分のストレスへのより良い対処法や相談相手の条件を考え，発表し合う。
○資料６を基に，いろいろな相談窓口があることを整理する。
○教科書P.42を参考に，実際に，ストレス対処の方法としてのリラクセーションの方法を実践し，心や体の変化について話し合う。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	
	○
	○
	②学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝えさせる。


保健体育科　１学年　2

単元名「　心身の機能の発達と心の健康　」　学習指導要領の内容[　保健分野（２）（ア）（イ）（ウ）（エ）　]　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	単元の
目標
	・柔道について，技ができる楽しさや喜びを味わい，柔道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，技の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，基本動作や基本となる技を用いて簡易な攻防を展開することができる。単元名「　武道（柔道）　」　学習指導要領の内容[　Ｆ　ア　]　

・攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えることができる。
・柔道に積極的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を守ろうとすること，分担した役割を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや，禁じ技を用いないなど健康･安全に気を配ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	10時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎柔道の特性や成り立ち，伝統的な考え方を理解し，柔道着の着脱や礼法を身に付ける。
○柔道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，柔道を行う上での心構えを理解する。
○礼法（立礼，座礼，座り方・立ち方，姿勢）を確認し，取り組む。
○柔道着の着脱を確認し，取り組む。
	○
	
	○
	

	2
	◎柔道の基本動作につながる動きを理解し，行う。単元名「　武道（柔道）　」　学習指導要領の内容[　Ｆ　ア　]　

○前時の復習として，礼法（立礼，座礼，座り方・立ち方，姿勢），柔道着の着脱を確認しながら取り組む。
○基本動作につながる動き（体さばきの足の動き，丸太転がり，脇締め，エビ，人間フォークリフト，頭タッチゲーム）を確認しながら取り組む。
	
	○
	
	③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	3
・
4
	◎相手の動きに応じた基本動作（受け身の行い方）を理解し，行う。
○前時の復習として，基本動作につながる動き（体さばきの足の動き，丸太転がり，脇締め，エビ，人間フォークリフト，頭タッチゲーム）の行い方を確認しながら取り組む。
○受け身の行い方（後ろ受け身，横受け身，前回り受け身）を確認しながら取り組む。
	○
	
	
	③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	5
	◎押さえ込みの条件を理解し，固め技（けさ固め）を行う。
○前時までの復習として，脇締め，エビ，受け身の行い方を確認しながら取り組む。
○固め技（けさ固め）の動きと押さえ込みの条件，押さえ込まれた際の逃げ方を確認しながら取り組む。
	
	
	○
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	6
	◎押さえ込みの条件を理解し，固め技（横四方固め）を行う。
○復習として，脇締め，エビ，受け身の行い方を確認しながら取り組む。
○固め技（横四方固め）の動きと押さえ込みの条件，押さえ込まれた際の逃げ方を確認しながら取り組む。
	
	
	○
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	7
	◎押さえ込みの条件を理解し，固め技（上四方固め）を行う。
○復習として，脇締め，エビ，受け身の行い方を確認しながら取り組む。
○固め技（上四方固め）の動きと押さえ込みの条件，押さえ込まれた際の逃げ方を確認しながら取り組む。
	
	
	○
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	8
・
9
	◎固め技だけの試合を通して，身に付けた固め技を使う。
○復習として脇締め，エビ，受け身を行う。
○固め技の行い方を確認しながら取り組む。
○長座で背中合わせの状態から，固め技だけの試合を行う。
	○
	○
	
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	10
	◎これまで学習したことを理解し，取り組む。
○礼法，基本動作につながる動き，受け身を行う。
○長座で背中合わせの状態から，固め技だけの試合を行う。
	○
	○
	○
	


単元名「　武道（柔道）　」　学習指導要領の内容[　Ｆ　ア　]　

保健体育科　１学年　2


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　










	単元の
目標
	・剣道について，技ができる楽しさや喜びを味わい，剣道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，技の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，基本動作や基本となる技を用いて簡易な攻防を展開することができる。単元名「　武道（剣道）　」　学習指導要領の内容[　Ｆ　イ　]　

・攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えることができる。
・剣道に積極的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を守ろうとすること，分担した役割を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや，禁じ技を用いないなど健康･安全に気を配ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	10時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎剣道の特性や成り立ち，伝統的な考え方を理解し，剣道具のつけ方・しまい方，礼法を身に付ける。
○剣道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，剣道を行う上での心構えを理解する。
○礼法（立礼，座礼，座り方・立ち方）を確認し，取り組む。
○剣道具のつけ方・しまい方を確認し，取り組む。
	○
	
	○
	

	2
・
3
	◎剣道の基本動作を理解し，行う。
○前時の復習として，礼法（立礼，座礼，座り方・立ち方），剣道具のつけ方・しまい方を確認しながら取り組む。
○竹刀の握り方を理解し，素振りを行う。
○基本動作（構え，間合い，体さばき）を確認しながら取り組む。
	
	○
	
	③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	4
～
6
	◎基本打突を理解し，基本的な打ち方を行う。
○復習として，基本動作（構え，間合い，体さばき）の行い方を確認しながら取り組む。
○基本打突（上下打ち，面打ち，小手打ち，胴打ち）の打ち方を確認し，素振りで取り組む。
	○
	
	
	③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	7
～
9
	◎基本打突を理解し，基本的な打ち方と受け方を行う。
○復習として，基本動作（構え，間合い，体さばき）の行い方を確認しながら取り組む。
○基本打突（上下打ち，面打ち，小手打ち，胴打ち）の打ち方を確認し，素振りで取り組む。
○基本打突の受け方を確認し，約束稽古を行う。
	
	
	○
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	10
	◎これまで学習したことを理解し，基本打突を用いた試合を行う。
○基本打突（上下打ち，面打ち，小手打ち，胴打ち）の打ち方を確認し，素振りで取り組む。
○基本打突の受け方を確認し，約束稽古を行う。
○基本打突を用いた試合を行う。
	○
	○
	○
	


単元名「　武道（剣道）　」　学習指導要領の内容[　Ｆ　イ　]　

保健体育科　１学年　2


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	単元の
目標
	・マット運動について，技ができる楽しさや喜びを味わい，マット運動の特性や成り立ち，技の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，技をよりよくすることができるようにする。単元名「　器械運動（マット運動）　」　学習指導要領の内容[　Ｂ　ア　]　

・技などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えることができるようにする。
・マット運動に積極的に取り組むとともに，よい演技を認めようとすること，仲間の学習を援助しようとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや，健康･安全に気を配ることができるようにする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	10時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎前転・後転の行い方を理解し，滑らかに行う。
○小学校の復習（クマ歩き，カエル跳び，ゆりかご，背中支持，ブリッジなど）を取り入れ，マット運動に慣れる。
○前転，後転の一連の動きを確認しながら取り組む。
	○
	
	
	

	2
	◎開脚前転の行い方を理解し，滑らかに行う。
○前時の復習として，前転・後転の行い方を確認しながら取り組む。
○開脚前転の一連の動きを確認しながら取り組む。
	
	
	○
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	3
	◎開脚後転の行い方を理解し，滑らかに行う。単元名「　器械運動（マット運動）　」　学習指導要領の内容[　Ｂ　ア　]　

○前時の復習として，前転・後転・開脚前転の行い方を確認しながら取り組む。
○開脚後転の一連の動きを確認しながら取り組む。
	
	
	
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	4
	◎側方倒立回転の行い方を理解し，滑らかに行う。
○前時の復習として，前転・後転・開脚前転・開脚後転の行い方を確認しながら取り組む。
○側方倒立回転の一連の動きを確認しながら取り組む。
	
	○
	
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	5
	◎倒立前転の行い方を理解し，滑らかに行う。
○前時の復習として，前転・後転・開脚前転・開脚後転・側方倒立回転の行い方を確認しながら取り組む。
○頭倒立の行い方を確認し，取り組む。
○倒立前転の一連の動きを確認しながら取り組む。
	○
	○
	
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	6
	◎前時までに取り組んだ技から，自分に適した技を組み合わせる。
○前時の復習として，前転・後転・開脚前転・開脚後転・側方倒立回転・倒立前転の行い方を確認しながら取り組む。
○頭はねおき，片脚正面水平立ちの行い方を確認し，取り組む。
○前時までに取り組んだ技から，自分に適した技を組み合わせて取り組む。
	
	
	○
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	7
～
9
	◎発表会に向けて，技の組み合わせを考えて取り組む。
○前時までの復習を行う。
[bookmark: _GoBack]○「はじめ－なか－おわり」の技の組み合わせを考え，技の完成度を高めながら発表会に向けて取り組む。
	○
	○
	
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	10
	◎自分の考えた技の組み合わせで発表会を行う。
○「はじめ－なか－おわり」の技の組み合わせと技の行い方を確認しながら発表会に向けて練習する。
○自分の考えた技の組み合わせで発表会を行う。
	○
	○
	○
	


単元名「　器械運動（マット運動）　」　学習指導要領の内容[　Ｂ　ア　]　

保健体育科　１学年　2


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


















	単元の
目標
	・記録の向上や競技の楽しさや喜びを味わい，陸上競技の特性や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，基本的な動きや効率の良い動きを身に付けることができる。単元名「　陸上競技（長距離走）　」　学習指導要領の内容[　Ｃ　ア　]　

・動きなどの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えることができる。
・陸上競技に積極的に取り組むとともに，勝敗などを認め，ルールやマナーを守ろうとすること，分担した役割を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや，健康･安全に気を配ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎長距離の走り方や呼吸の仕方を理解し，決められた距離を自分のペースで走る。
○腕に力を入れないで，リラックスして走るようにする。
○呼吸法は，「吸う・吸う・吐く・吐く」が一般的ではあるが，個人差があるため，リズムよく呼吸して，多量の酸素を取り入れることが大切であることを理解し，取り組む。
	○
	
	○
	

	

	2
	◎自己に合ったピッチとスライドを見付け，上下動の少ない動きで走る。
○上下運動を小さくし，リズミカルに腕と脚のタイミングを合わせて走るピッチ走法を体験し，自己に合っているか確認する。
○地面を後方まで押し，腰を前方に大きく移動するストライド走法を体験し，自己に合っているか確認する。
	
	
	
	

	3
	◎自己に合った走法で決められたペースで走る。
○ピッチ走法やストライド走法など自己に合った走法で特定の距離をイーブンペース走で走りきる。
	○
	○
	
	③仲間の走りを見させながら，どの走法が適しているか自分の考えを伝えさせる。

	4
	◎ペースを徐々に上げ，特定の距離を自己に合った走法で走る。
○自己に合った走法で，特定の距離をビルドアップ走で走りきる。
	
	
	○
	

	5
	◎特定の長い距離を自分に適したペースで走り，タイムトライアルで記録の向上を図る。
○呼吸法や自己に適したペースや走法で，特定の長い距離を走り，タイムトライアルに挑戦する。
	○
	○
	○
	


保健体育科　１学年　2

単元名「　陸上競技（長距離走）　」　学習指導要領の内容[　Ｃ　ア　]　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






	単元の
目標
	・バスケットボールについて，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，バスケットボールの特性や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを展開することができる。単元名「　球技（ゴール型・バスケットボール）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　ア　]　

・攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができる。
・バスケットボールに積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，作戦などについての話合いに参加しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること，仲間の学習を援助しようとすることなどや，健康・安全に気を配ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	12時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎バスケットボールの特性やルールを理解できるよう，簡易ゲームを行う。
○生徒の実態に応じて，ルールやコートの広さを変えるなど，取り組みやすい形でのゲームを行う。
	
	
	○
	



	2
・
3
	◎ドリブルやパスのポイントを理解し，操作する。単元名「　球技（ゴール型・バスケットボール）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　ア　]　

○ポイントを確認しながら，その場でドリブル（体の右側で右手のみ，体の左側で左手のみ，体の前で左右交互）を行う。
○ペアで向かい合い,ポイントを確認しながらパス（チェストパス，バウンズパス，オーバーヘッドパス）を行う。 
○エンドラインからエンドラインまで片方の手で５回ドリブルをしたら体の前でドリブルする手を変え，ドリブルをする。（ジグザグドリブル）
○グループで,トライアングルになり，パス（チェストパス，バウンズパス，オーバーヘッドパス）をしたらパスを出した方向に走る。ある程度行ったら，パスを出したらパスした反対の方向に走る。（トライアングルパス）
	○
	
	
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	4
	◎ジャンプシュートのポイントを理解し，行う。
○エンドラインからエンドラインまで片方の手で５回ドリブルをしたら体の前でドリブルする手を変え，ドリブルをする。（ジグザグドリブル）
○グループで,トライアングルになり，パス（チェストパス，バウンズパス，オーバーヘッドパス）をしたらパスを出した方向に走る。ある程度行ったら，パスを出したらパスした反対の方向に走る。（トライアングルパス）
○ジャンプシュートのポイントを確認しながら，シュートを（フリースローライン，左右45度）行う。
	
	○
	
	③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	5
	◎レイアップシュートのポイントを理解し，45度の角度から行う。単元名「　球技（ゴール型・バスケットボール）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　ア　]　

○エンドラインからエンドラインまで片方の手で５回ドリブルをしたら体の前でドリブルする手を変え，ドリブルをする。（ジグザグドリブル）
○グループで,トライアングルになり，パス（チェストパス，バウンズパス，オーバーヘッドパス）をしたらパスを出した方向に走る。ある程度行ったら，パスを出したらパスした反対の方向に走る。（トライアングルパス）
○ジャンプシュートのポイントを確認しながら，パスを受けてシュート（フリースローライン，左右45度）を行う。
○ポイントを確認しながら，45度の角度からレイアップシュートを行う。
○エンドラインからサークルを回り，45度の角度からレイアップシュートを行う。
	
	
	○
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	6
	◎空いている空間を見付けて効果的に動く。
○グループで,トライアングルパスを行う。（時計回り，反時計回り）
○ジャンプシュートのポイントを確認しながら，パスを受けてシュート（フリースローライン，左右45度）を行う。
○ポイントを確認しながら，45度の角度からレイアップシュートを行う。
○ハーフコートで，攻撃側は３人で協力し，シュートをねらう。守備側は２人で協力し，攻撃側からボールを奪う。（３対２ゲーム）
	○
	○
	
	②ゲームを撮影させ，空いている空間を見付け，動いているか確認させる。（１人１台端末の活用）
③ゲームをしながら，気付いたことを伝えさせる。

	7
～
9
	◎空いている空間を効果的に使い，ハーフコートのゲーム（３対３）をする。
○グループで,トライアングルパスを行う。（時計回り，反時計回り）
○ジャンプシュートのポイントを確認しながら，パスを受けてシュート（フリースローライン，左右45度）を行う。
○ポイントを確認しながら，45度の角度からレイアップシュートを行う。
○ハーフコートで，攻撃側は３人で協力し，シュートをねらう。守備側は２人で協力し，攻撃側からボールを奪う。（３対２ゲーム）
○空いている空間を効果的に使えるよう確認しながら，ハーフコートのゲーム（３対３）をする。
	
	
	○
	②ゲームを撮影させ，空いている空間を見付け，動いているか確認させる。（１人１台端末の活用）
③ゲームをしながら，気付いたことや改善点を伝えさせる。

	10
～
12
	◎空いている空間を効果的に使えるようチームで考え，ゲームを行う。
○グループで,トライアングルパスを行う。（時計回り，反時計回り）
○パスを受けてジャンプシュート（フリースローライン，左右45度）を行う。
○エンドラインからサークルを回り，45度の角度からレイアップシュートを行う。
○チームで，空いている空間を効果的に使えるように考えながら，ゲームを行う。
	○
	○
	○
	②ゲームを撮影させ，作戦の変更や改善点を確認させる。（１人１台端末の活用）
③ゲーム内容から，チームや仲間の改善点を伝えさせる。
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